
■市内小中学校の耐震化率

区　分 学校数 全棟数 耐震性あり 要改修 耐震化率

小学校 ９ ２３ １７ ６ ７３．９％

中学校 ５ １５ １０ ５ ６６．７％

■市内小中学校耐震化の状況（学校別一覧）【平成２０年４月１日現在】
※新耐震基準施行（昭和５６年）以前に建築されたものを対象としており、施行後に建築されたものは耐震診断対象外のため一

覧表から除外しています。（すべての校舎の状況については、伊予市ホームページでご覧になれます。）

※非木造で２階建以上又は延べ床面積２００㎡超の建物を対象としています。

学校名 棟用途
建築
年月

構造 面積（㎡）
第１次診断 第２次診断 改修 改修後

年度 Ｉs 値 年度 Ⅰ s 値 年度 Ⅰ s 値

北山崎小 屋内運動場 Ｓ５６．２ ＲＣ １，２３５ Ｈ１６ ０．５０

郡中小 教室棟 Ｓ５３．８ ＲＣ ３，４９２ Ｈ１５ ０．３２

伊予小 管理教室棟 Ｓ４８．３ ＲＣ １，７３６ Ｈ１５ ０．２３

中山小

教室棟 Ｓ４６．１ ＲＣ １，３５１ Ｈ１０ ０．３５ Ｈ１０ ０．７８

特別教室棟 Ｓ５５．３ ＲＣ １，０９４ Ｈ１６ ０．３５

屋内運動場 Ｓ５６．１ ＲＣ ９７７ Ｈ１５ ０．４０

佐礼谷小 屋内運動場 Ｓ５２．２ Ｓ ８５２ Ｈ１４ ０．４０ Ｈ１４ １．１０

下灘小 管理教室・特別教室棟 Ｓ４５．２ ＲＣ ２，２６０ Ｈ１７ ０．２９

港南中 屋内運動場 Ｓ３８．２ ＲＣ １，４０３

伊予中 教室棟 Ｓ５６．３ ＲＣ １，７５５ Ｈ１５ ０．４４

中山中
屋内運動場 Ｓ４５．１ Ｓ ８５３ Ｈ１８ ０．４４

教室棟 Ｓ５０．７ ＲＣ ３，０４３ Ｈ７ ０．３３ Ｈ７ ０．７３

下灘中 普通教室・特別教室棟 Ｓ５４．２ ＲＣ １，９４７ Ｈ１６ ０．５０

上灘中 普通教室棟 Ｓ３７．１２ ＲＣ ９９０ Ｈ１６ ０．２３

小中学校の耐震化状況をお知らせします
　学校施設は、児童生徒が１日の大半を過ごす活動の場であ

り、また、非常災害時には、地域住民の避難予定施設としての

役割も果たすことから、その安全性の確保が不可欠となってい

ます。

　市では、これまでに実施した市内の小中学校施設の耐震診

断結果を皆さんにお知らせするとともに、児童生徒の安全を

確保し、安心して学べる環境を整備するため、この結果などを

もとに、危険度が高く緊急に整備する必要があるものから優

先的に耐震化を進めていきたいと考えています。

※詳しい内容は、伊予市ホームページ（http://www.city.iyo.lg.jp）をご

覧ください。

■問い合わせ　

伊予市教育委員会学校教育課（☎９８２－１１１１、内線６４２）

用語解説
「ＲＣ」…鉄筋コンクリート造、「Ｓ」…鉄骨造。

「第１次診断」…個別の建物の耐震性能を簡略的に評価する診断方法。

「第２次診断」…個別の建物の耐震性能を詳細に評価する診断方法。

「Ｉs 値」…建物の耐震性能を数値化したもので、その値が大きいほど耐震性能が高い。

０．３未満

大規模な地震により、倒壊又は崩壊する

危険性が高い

０．３～０．６ 危険性がある

０．６以上 危険性が低い

広報いよし(�)


